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1 .はじめに
最近，マスコミで大学に関する記事やニュ
スなどが多く自にふれるようになってきた。そ
の内容も，学問的な事や入試などのトピックス
ばかりでなく，大学そのものに関する事も多い。
それは大学数や進学率の増加といった数量的な
事ばかりでなく，社会の中で一般の人にとって
大学が象牙の塔から身近になったことの表れで
もあろう。しかしこの事は必然的に，大学が多
層化していく結果をもたらす。さらに，従来か
らのスタンダードな大学の理念，大学を構成す
る教職員を中心とする人間集団，学生を中心と
する参加側の集団の3つの間のギャップの増大
をももたらす。
このまま放置すると，おそらくは“高等な”
教育問題となるであろう。それを解決あるいは
いくらかで、も先延ばしする方法として，教育の
立場から考えてみたい。ただしあくまでも高等
教育の立場を守りつつ，学生を束縛したりパター
ン化する教育でない事を念頭においてO
2.研究機関としての大学から高等教育
機関としての大学へ
(1)文部省の方針の変化
＊ 教育方法と実践，メディアと靖報の教育
①国の高等教育施策の変化
文部省に設置されている大学審議会の中に，
高等教育将来構想部会，大学教育部会，大学院
部会がある。
高等教育将来構想の中で，大学における教育
の改善と，大学院の充実が重要な議題となって
上記のような部会が設けられた。大学は充実で
はなく教育の改善であり，充実は大学院である。
まさに教育機関としての大学と，研究機関とし
ての大学院の住み分けをめざしている。大学が
教育機関であることのあらわれは，たとえば萌
芽的な学問領域の設寵認可や，教員の資格審査
における大学での教育歴の重視にもみられる。
②大学設置基準の大綱化
文部省の高等教育施策の変化は，大学設置基
準の大綱化〔昭和63年（1988年）から〕〔註1〕やそ
の実施から既に始まっている。
その中で教育に関係あるものをいくつかあげ
る。
a.一般教育科目と専門教育科目の科B区分の
撤廃
b.単位互換の基準の緩和
科自等履修や大学問単位互換制度等を積極的
に運用する
c.編入及び転学などの推進
d.教育方法の改善
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シラパスやFDなどの教育の技法
この内aについては，その波及効果として学
習領域の現代化への改善と共に， コミュニケー
ション科目としての情報教育，語学教育，小集
団ゼミなどを演習科目として実施する大学の増
加がみられた。
(2）変化の脊景
①マーケット（入学者ニーズ）の変化
a.学問の大衆化現象
大学進学や学問研究が，特殊な関心や能力を
持った人々の閉鎖的な領域から，社会一般にお
ける関心事に変化してきた。
それに伴い，社会の一要素や要求対象として
大学が位置づけられている。
b.新学問領域の誕生
1960年代から1970年頃にかけての大学の専攻
の変化は，学際領域への変化で、あった。しかし
最近新設される専攻の特色は，情報，環境，政
策，心理，考古学といったキーワードで表され
るように総合（複合）的であると同時に，部外
者にも具体的に見えやすい専門となっている。
c.専門化する領域への対処
従来は経験的に対処していたり，専門学校で
技術的な側富の養成で行われていたものが専門
化しつつある。福祉や看護・医療技術などがそ
の代表であろう。
②進学率の上昇と大衆化
大学進学率の上昇は，従来大学へは進学しな
かった階層からの入学を招き，その結果，学生
のニーズや質の変化をもたらした。（1）その結果
として以下のような現象が学生にみられる O(2) 
＠多様化一入学目的，学習動機，価値観
＠質の低下一学習意欲， レディネス
(3）教育機関としての大学
大学には研究と教育という役割があり，教育
も研究者養成のための教育という側面が強かっ
た。しかし，先に述べてきた状況からすると，
教育機関としての大学への変化を迫られている
ように見える。そしてそこでは，初等・中等教
青とは違った目的と方法を持つ，高等教育が行
われなければならない。
3欄大学における基礎教育
(1)基礎教育の必要性
①現状から
学生が大学に適応できないでドロップアウト
する事に対して，大学の責任を間われるような
状況が強くなりつつある。
a.社会問題として
大学からのドロップアウトが大量に生じるこ
とは，学歴社会や前述のような社会における大
学の位置づけから，見過ごされないで社会問題
化していく。
b.個人の問題として
個々の大学内で学生や保護者からは，卒業で
きるよう指導されることを当然の権利として要
求されるであろう。したがってドロップアウト
を無視することが続けば，市場原理が働いて大
学の信用は低下するであろう。
②実施する目的
a. ギャップを理める
大学の理念，指導する教員と学生関のプロト
コル・ギャップを埋める。
b. レディネスをつける
＠大学で学ぶ意欲や姿勢を身につける
＠学ぶために必要な，具体的な知識や考え方を
、学習する
⑧知的好奇心や態度を身につけるなど
? ?? ?? ?
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大学を教育機関として見た場合には，教育学
の立場から，教育目標，教育の構造，系統的カ
リキュラムなどが考慮されなければならない。
そこで従来の一般教育で考えられていなかった
ベーシック・エデュケーションの視点が提案さ
れる。すなわち，学生が学習する為の考え方や
テクニックを4年間のカリキュラムの中に系統
づけ，大学教育を支援する事を自的とする。
表2 基礎能力の内容
(2）基礎教育の考え方
①基礎教育の種類（3)
a. ゼネラル・エデュケーション
ゼネラル・エデュケーションは，いわゆる従
来からの一般教育ではない。むしろ専門を学ぶ
前に必要な予備的知識である。したがって，人
文・社会・自然などと各学問領域の入門基礎を
細分化して学習するのではなく，社会問題や，
高校まででは触れにくかった横断領域を，専門
的な視点で学ぶものである。 （たとえば本学の
現代科目がそれに近い。）
b. リベラノレ・アーツ
文学・語学・哲学・歴史などを中心としたリ
ベラル・アーツを学ぶという意味と，アメリカ
のリベラルアーツカレッジの教養課程化という
一面が含まれる。（4）しかしいづれにしても，具
体的な知識の学習でなく，アーツ（arts）とし
ての学問的デザインの理解や人間的素養育成が
目的である。
c. ベーシック・エデュケーション（5)
①基礎教育の構造
基礎教育の構造は，概念的なものと具体的な
ものに分けられ，その構成は表1のように考え
られる。すなわち，概念的なものとして総合的
判断力や批判的判断力が要求される。
またそれをもとにして，大学で学習するため
に必要な基礎能力は，具体的には表2のような
ものがある。これらをトータルに身につけるこ
とが，大学生として必要である。
従来これらは自明の理として，特に改まって
教育されることがなかった。しかし高等教育の
立場からは，これらも学習目標や学習内容に含
めるべきであると考えられる。
(3）基礎教育のあり方
①基礎教育の内容
筆者らは，大学における基礎教育をガイダン
ス教育と名付けて研究活動を展開してきた。〔註3〕
その中では基礎教育の柱を次の三つとしている。（8)
a. 大学生としての意識を持つ
表 1 基礎教育の構成〔註2〕
?????????
???????
基礎教育 スキルとしての
基礎能力
基礎教育
テクノロジーと
しての基礎能力
要 求 水 準
基礎能力の種類 短 期 大 A寸Uー与 大 ぶ二込子L, 
1.ヒューマン・リレーション コミュニケーションをつくれる 自己主張できる。説得できる。
2.グループワーク 協同作業ができる コーディネート，システムを動かす
3.情報収集 必要な情報を叡集できる オリジナルな情報ベースの構築
4.表現能力 一般的なプレゼシテーショジ技法 専門分野の内容を関係者に
5.自己の存在 実行，生活行為力 行為に対し責任を持ち実行する
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学生がひとりの人間（成人）として自我が確
立されていることはもちろんであるが，積極的
に他者と交わって成長しようという意欲を持つ。
また専門的な学習をしているという自覚と，
さらに深めたいという意欲を持つ。さらに高等
教育のあり方を理解し，個々の学ぶ専門分野の
学問的意義，社会的意義の理解に努めることが
できる。
b.大学や高等教育についての知識を与える
中等教育との違いをはっきりと認識させ，ス
ムーズに大学生活を送れるようにする。そのた
めには大学側の提示するフォーマルな情報だけ
でなく，インフォーマルないわゆる隠、れたカリ
キュラムにも気づかせ，バランスをとることも
現在では必要になってきている。具体的には以
下の様な項目が該当する。
i ）大学というシステムの理解
受講科目の登録から単位取得までの流れや，
教務・国書館などとのかかわり方を知る。特に
大学では個人の意志が尊重されるとともに，自
己責任が重要であること。それをふまえて，自
主的に行動することが期待されるなどを理解さ
せるo
i ）教育システムの理解
授業の形態と目的の違い（講義・演習・
ゼミナールなど）を理解する。またゼミや研究
室とのかかわりから卒業論文の作成に至るまで
の流れを理解し，積極的に参加できるようにな
る。さらに入学から卒業までの流れの中での自
分の位置を確認し学生として行う必要のある
周酉とのかかわりに対して責任を持てる行動が
できるなど。
副）その大学についての理解
学生が在籍する大学で何をどのように学ぶこ
とが可能かを知る。具体的には大学の歴史，教
育理念などを通じ，さらにはその大学の学問の
世界における位置（領域，基礎一応用，将来の
方向など）や水準なども理解できるO そして学
びたいものが学外にある場合はそれに対してア
クセスもできる。
c. ラーニングスキルを身につける
これは前述の2項目と違って，具体的なテク
ニックを習得できることが重要である。
i ）理解能力（情報の収集・分析・整理など）
＠研究テーマを発見し，発展させる
＠文献を探す，読む，まとめる
＠文献リストをつくる
＠講義や講演，インタビューなどのヒアリング
をノートにまとめ，整理するスキルなど
i ）論理的能力（判断）
⑧議論の必要性や議論のルーノレが理解で、きる
＠調査の手！慣が理解でき実施できる
⑧実験の手)I買を考慮し実行できる
＠入手した情報の意味が読みとれ，論理的な判
断がくだせるなど
出）コミュニケーション能力
0表現能力（まとめとプレゼンテーション）
＠アイデアを出しまとめられる（KJ法，ブレー
ンストーミングなどの利用）
＠意見交換や議論をし，知的生産に向かえるこ
と
＠レポー卜が手順にしたがって書けること
＠発表ができる（涼稿作成，図表にまとめる，
口頭発表のテクニックなど）
0他人とのコンタクトがとれる
＠発言ができる（質問，討論，意見の違いが明
確にできる）
＠学生として他人とのコミュニケーションがつ
くれる（個人一集団，フォーマルーインフォー
マル）など
ガイダンス教青の研究では，これらを「カリ
キュラムの中に組み込まれるシステム的な学習」
?
ょ
っ?? ?
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表3 高等教育における基礎教背の方向性
学生としての意識 大学についての知識 ラーニングスキル
学習支援をする 学問ガイド 隠れたカリキュラム
プレゼンテーション
オリエンテーション レポー ト
アドバイスする －知的好奇心 －授業選択 知的な行動・教養とは ・学習のコース
ケアする 不要？ －留年予備軍に対し
コミュニケーション
・留年生に対し （友人学生生活）
「学習支援環境を利用した学習J「自主的学習
としての事前準備教育」に分けて実践すること
を提案している。（8)
本論ではそのうち，カリキュラム内で行う演
習・実習的性格の部分について提案する。
②基礎教育の方向性
大学が高等教育の場であること，学生が自立
した存在であることを考えれば，基礎教育はあ
くまでも学習のための環境を整えることが目的
である。そのことはカリキュラム内，カリキュ
ラム外を問わず重要なことであり，既にレディ
ネスのある学生の障害となってはいけない。そ
れをふまえると，たとえば表3のような考え方
ができる。
4.基礎教育の実際
ここまで、述べてきた内容からもわかるように，
基礎教育の目的とするのは，従来から大学にお
ける研究者養成のプログラムで仮説検証能力の
土壌として潜在的に存在していたものであり，
さらに大学進学をする階層の家庭などで培われ
ていたものである。それを諸々の理由から，大
学において教育（あくまでも学習支援）として
行おうというものである。
(1）総合的学留能力と問題解決能力
丹野が述べた総合的学習能力（表 1）は，
問題意識を持つ（批判的能力）
l 
問題を発見できる（所在・テーマの確認）
! 
問題を把握できる（解釈・分析）
! 
解決行動ができる（レディネス・実行力）
図1 問題解決能力と行動
礎教育の中心をなすものであり，可視化が困難
な部分である。一方高等学校以前の教育におい
て，問題解決能力ということばが新しい学力観
として提唱され始めている。そこで総合的学習
能力を問題解決能力との関連で考えてみる。
①問題解決能力
1989年（平成元年）に改訂された現行の学習
指導要領では，小学校低学年における生活科の
新設などを含めた問題解決能力の育成がポイン
卜になっており，そのステップは例えば図1の
ようになる。
新しい学力観とは，問題解決能力を中心にし
た教育概念であり，教育効果をその評価の観点
でみようとするものである。〔註4〕
②総合学習一新学習指導要領に向けて
2003年（平成15年）実施に向けて改訂される
次の学翠指導要領では， 「総合的な学習の時間
（仮称「総合J）」が，小学校 3年以上に週 2
時間以上設けられる予定である。
? ?? ??
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具体的な問題解決を実践するにあたり重要とな国際理解・情報・環境・福祉などここでは，
まわりの環境とのインタフェースやコるのが，問題解決型のテーマをもとに，体験的な学習，
ミュニケーションの能力である。それは国3にの学習を重視し試験の成績による評価は行わ
おける矢印の役割を担う部分である。れない。
次の三それに有効なテクニックについては，③大学基礎教育とのアーティキュレーション
これらについては個々の大学つが重要で、ある。(articulation) 
その習得をめざしたカリキュラムの工夫がで，ところで高等学校段階では，現行の学習指導
多くみられるようになった。職業科を中心とした選択科目で要領の中に，
a.情報技術これは大学に「課題研究」が設けられており，
コンコンピュータをトウールとして使用し，おけるプレゼミ的内容となっている。
ピュータ上でアイデアをまとめる，論文作成すこれを普通科を含めた高校全体に拡げるとす
ア一るなどができる。さらにインターネット，れば，総合的学習能力の育成の小学校段階から
?
タベースなどを利用して清報収集したり，その最後（高等の接続性は国2のようになり，
mailを通じて構報発信できる能力である。として大学における基礎教育の演習を位教育）
三~三五ムじ寸寸
仁1口口付巳ノJ
?
置づけることができる。
i ）概念を言語化できる
＠アイデアや研究を文章化できる(2）環境とコンタクトする能力
＠ことばにより議論できるまた総合的学習能力を身につけるにあたり，
＠文章を読みとれる
コミュニケーション（狭義）
（特に外国語）を使って，他人とコンタ
自己表現できる。特にリアノレタイムでクトし，
会話ができること。
プレゼンテーション技術（狭義）c. 
｜生活科l
l 
l総合学習｜
! 
j課題研究｜
l 
｜基礎教育｜
、 、 ， ???小学校（低学年）
小学校（中・高学年）
中学校
校Cコf司
⑧口頭発表できるーそのための技術（前述）
?
大
の習得と総合的発表力の訓練
意見発表など、のルーノレやプロト
かつ積極的に実行できる力の
＠議論や討論，
コノレを理解し，
総合的学習能力の連続性図2
訓練
(3）人間学としての教養・知識など
????
参照
????
?
?
我々は具体的な現象や情報に遭遇した場合，
既に持っている知識やテクニック（レディネス）動機・実行力
次の行動を起こす。（図3吾参照して解釈し
のレディネス部分）
もし学生が大学入学以前に高等したがって，
???
?
?
問題解決における各能力の役割図3
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教育で学ぶために必要な知識や考え方のレディ
ネスが形成されていなければ、，基礎教育の中で
考慮されなければならない。
それは専門学習レディネスとしての教養的知
識や現代社会を理解する事，また現代社会に対
応できることなどであるが，いづれも大学レベ
ルとしてかなり高度かつ体系的な内容でなけれ
ばならないであろう。
5.カリキュラム内の演習部分を中心に
した基礎教育の展開
(1)演習としての基礎教育
前章でふれた「基礎教育の実際Jの内容は，
すでに述べてきたように，（1）→（3）となるに
したがい従来からカリキュラムに含まれていた
部分であり，各々が独立した科目となりやすい
部分である。一方（3）→（1）となるにしたがい
従来の科巨では，潜在的な教育目標となってい
た部分であった。しかも基礎教育ではコアとな
る部分でもある。そこで（3）く（2）く（1）といっ
た内容を持つ，基礎演習的な基礎教育の科巨が
必要となる。
そこでその試案として，例えば次のような事
例をあげておく。
①演習の内容
大きく分けて学習の前段階で学ぶ初期演習的
内容と，学習の基本的な枠組みや考え方を学ぶ
基礎演習的内容に分けられる。
a.初期演習的内容
各種スキルの学習
0表現の技術（レポート， レジメ，発表涼稿，
発表練習・・・）
Oまとめる技術（レポート，実験，調査…）
0アイデア・意見に関する技術（KJ・プレー
ンストーミング，討論…）
表4 基礎教育の演習的展開
位単数
時 内容的配分
期 初期演習的 基礎演習的
前期 3 1 
4 
後期 2 2 
一年次
上記プラス「テクニックとしての
情報活用能力J
前期 1 1 
2 
一年次 後期 2 
グ、ループワークなどを中心に
2 1 
三年次 初期演習的内容のかわりにプレゼミ
プレゼミはさらに希望者には課外で
も実施
0調査，情報（図書，資料，収集，検索…）
0グループワーク（分担，統一， リーダーシッ
プ・・）
b.基礎演習的内容
＠問題意識（問題把握，拡散，収束…）
＠論理的思考（必要性，概念，活用…）
＠仮説検証（サイクノレの存在，実行力…）
②演習の展開
展開の例として表4のようなカリキュラムが
考えられる，実際には個々の大学の実状に応じ
て，さらに具体的なカリキュラムが検討される
であろう。（例えば本学では一年次の演習は人
間学演習とのリンクが考えられる。）さらに短
期大学においては，別途のカリキュラムが提案
されるであろう。（5)
(2）先持事例について
①先行事例を分析
先行事例については，以下のポイン卜から今
後の分析・評価が必要となる。（8)
a.演習としてのカリキュラム
シラパスの分析，演習の概念， 目的，サイク
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ルなど
b.学習を要求されるラーニングスキノレ
ラーニングスキルの例や習得のためのカリキュ
ラムなどの分析
c. テキスト
演習のテキストや資料の分析，よく知られて
いるものに例えば『知の技法』などがある
d.演習の評価
学生の成績評価の方法や，演習そのものの評
価についての分析など
②先行事例についての研究
基礎教育の演習的カリキュラムを実践してい
る大学は多くみられるようになってきた。本稿
では紙面の関係で先行事例についての研究の紹
介にとどめる。
a. 1991年～1994年次調査（8)
大学設置基準の改訂に基づいてカリキュラム
改訂を行った大学・短大のシラパスや，講義要
綱を入手して分析を行ったところ， 1991年～92
年次に87大学・短大で， 93年～94年次に103大
学・短大が実践している。ただし，まだこの段
階では，基礎教育の演習として独立しているも
のより，文章表現や教養演習としての複合的な
ものが多くみられる。
b. 1996年次調査（9）ー短期大学
496短期大学の履修要綱から教養ゼミの開講
状況を調べたものO 合計77鎧大で実施され，必
修53校，選択27校，また通年35校，半期40校で
あり，教養ゼミとして実施されるものもかなり
存在する。
6.おわりに
高等教育における基礎教育は，今後の大学の
あり方を考えるとますます不可欠になることは
さけられない。しかしそれがどのような内容に
なるのか，また研究者養成志向の大学，実社会
志向の大学などにより要求水準が異なるのかな
ど，まだまだ不明な点も多い。それらについて
は今後研究の展開が必要となる部分である。
以上述べてきたことが，今後の本学の発展に
少しでも寄与できればという思いも視野に入れ
て本稿を表した。御意見，御批判をいただけれ
ば幸いである。
最後にあたり，いつも活発な討論と助言をい
ただくガイダンス教育研究会のメンバーに感謝
の意を表したい。
〔註l〕大学設置基準の大綱化の内容や解説は以下の
①に詳しし、。また改革の進行状況は②などに詳しい。
さらに③の教育白書には，大学改革の特集が組まれ
ている。
①高等教育研究会編『大学の多様な発展を呂指して I. 
I ・II・ N・v.vuぎょうせい
②文部省高等教育局学生課編「大学と学生」第一法規
月刊
①文部省編「我が国の文教政策 平成7年度」 大蔵
省印刷局 1996年
〔註2〕基礎教育の構成
表 1 の上半分は丹野義彦（『知の技法~ (6)pp.44～61) 
による。丹野は，従来の一般教育にはこの部分が欠
如していたと述べている。表 1の下半分は，中村・
矢内他の「学生像の変化と大学」（7）からの引用。そ
の中で基礎能力として，表2を提案している。
〔註3〕ガイダンス教育研究会
総事務局 京都文教大学・中村研究室
関東事務局 目白学園女子短期大学内（池田）
関西事務局 大阪電気通信大学鎧期大学部内（横山）
メンバーは，東北・関東・北睦・中部の28大学・短
大の42名（1997年12月）にわたっている。
〔註4〕新しい学力観の視点は以下の通りである。
O学習に対する関心・意欲・態度が形成される
?? ?? ?
人間・文化・心
0多様な体験の場を設定する
O情報活用能力を育成する
0自己学習力を育てる
0個性を伸ばし，個人差に対応する
O自己表現力を育てる
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An ideal basic education its necessity 
in the higher learning 
日iroyukiNakamura 
The outlining of requirements for the establishment of universities has eliminated 
distinctions between types of subjects such as general education subjects and professional 
education subjects. Thus, university curriculums are undergoing various reforms. On the 
otherhand, universities have become popular, and the students entering universities are 
becoming more varied. 
Basic education in universities (higher learning) is something that binds these two 
circumstances. So, we have first clarified the distinctions between general education, liberal 
art education, and basic education to describe the necess訂y matters in university basic 
education, then proposed one of curriculum. 
? ?? ??
